
［ 市報 かすが ］　平成30年9月15日号

2018

vol.1125

159

P02　敬老の日
P04　動物愛護週間
P05　ヘルプカード
P06　コミュニティバス「やよい」
P07　市からのお知らせ
P11　トピックス
P13　情報ひろば

９月１７日は敬老の日
（詳しくはP02へ）



9
月
17
日
は 

敬
老
の
日　

　
高
齢
者
祝
金
と
祝
品
は
、９
月
中
旬
か
ら

順
次
、贈
呈
を
開
始
し
ま
す
。

　
　
80
歳
と
90
歳
の
人
は
居
住
し
て
い
る
地

区
の
自
治
会
を
通
じ
て
贈
呈
し
ま
す
。

　
　
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、市
か
ら
贈
呈
し

　
ま
す
。

　対
象
・
贈
呈
内
容

　
▽
80
歳（
昭
和
13
年
４
月
１
日
〜
昭
和
14
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
）
お
よ
び
90
歳
（
昭
和

　
３
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４
年
３
月
31
日

　
生
ま
れ
）の
人
：
５
０
０
０
円
　
　

　
▽
１
０
０
歳（
大
正
７
年
４
月
１
日
〜
大
正

　
８
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
人
：
１
万
円

　
▽
１
０
１
歳
以
上（
大
正
７
年
３
月
31
日
以

　
前
生
ま
れ
）の
人
：
祝
品

　※

年
齢
は
、平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
で
す
。

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会（
小
雨
決
行
）

　
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
ま
た
は
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
関
心
が
あ
る
人

●
東
・
南
地
区

　日
時
　
10
月
３
日
㈬
　

　
　
午
前
10
時
〜
正
午（
集
合
：
午
前
９
時
30

分
）

　場
所
　
春
日
公
園（
集
合
：
第
5
駐
車
場
横

児
童
コ
ー
ナ
ー
）

　コ
ー
ス
　
１
周
（
１
・
６
㎞
）
ま
た
は
２
周

（
３
・
２
㎞
）の
選
択
制

●
西
・
北
地
区

　日
時
　
10
月
４
日
㈭

　
　
午
前
10
時
〜
正
午（
集
合：午
前
９
時
30
分
）

　場
所
　
白
水
大
池
公
園（
集
合
：
管
理
棟
前
）

　コ
ー
ス
　
１
周（
２
・
２
㎞
）ま
た
は
２
周

　
　（
４
・
４
㎞
）の
選
択
制

持
っ
て
く
る
も
の
　
動
き
や
す
い
服
、運
動
靴
、

飲
み
物
、タ
オ
ル

申
込
方
法
　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
、電
話
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
各
地
区
単
位
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
会
長（
下
表
参
照
）

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
旧
老
人
ク
ラ
ブ
）
は
、

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
の
自
主
的
な
集

ま
り
で
、
市
内
に
は
約
１
８
５
０
人
の
会

員
が
い
ま
す
。　

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
、

芸
能
・
芸
術
、趣
味
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
お
し
ゃ
べ
り
会
な
ど
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。誕
生
会
や
日
帰
り
旅
行
、健
康
講

座
、
日
常
生
活
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
生
き
が
い
作
り
や
介
護
予
防
の
た
め
に

も
、ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
正
８
年
生
ま
れ
の
伊
藤
さ
ん
。
満
99

歳
の
ご
長
寿
で
す
。

　
現
在
は
、
息
子
夫
婦
と
同
居
を
し
て
い

ま
す
が
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
神
戸
と
の
こ

と
。
神
戸
と
言
え
ば
靴
の
街
。
手
先
が
器

用
な
伊
藤
さ
ん
は
、
若
い
頃
は
靴
工
場
で

お
針
子
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
戦
争
が
激
化
す
る
昭
和
19
年
に
結
婚
。

お
腹
に
長
男
が
い
る
中
、
空
襲
か
ら
逃
げ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
無
事
に
一

男
一
女
に
恵
ま
れ
、
戦
後
は
和
裁
を
教
え

て
生
計
を
助
け
て
い
ま
し
た
。

　
手
仕
事
が
好
き
で
、
祝
膳
の
箸
袋
を

作
っ
て
は
家
族
や
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
り
、
近
所
の
人
に
頼
ま
れ
て
盆
踊
り
を

教
え
た
り
と
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
も
旺
盛
。

　
現
在
は
、
孫
や
ひ
孫
も
自
宅
を
訪
ね
て

く
る
な
ど
、
家
族
の
愛
情
を
受
け
て
益
々

お
元
気
な
様
子
。

　
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

（平成30年4月1日現在、敬称略）● 地区単位シニアクラブ一覧

※地区によって活動内容などが異なります。詳しくは各地区シニアクラブ会長に問い合わせてください。

地 区 自治会名 クラブ名 電話番号会長名

大谷

紅葉ヶ丘

ちくし台

春日

惣利

松ヶ丘

平田台

桜ヶ丘

須玖北

日の出町

岡本

須玖南

弥生

小倉

南寿会

紅葉会

睦会

若水会

ことぶき会

松の実会

緑翆会

松寿会

福寿会

高砂会

仙寿会

南福寿会

弥生クラブ

長寿会

なんじゅかい

こうようかい

むつみかい

わかみずかい

　　　　　　　　かい

　　まつ　 　　みかい

りょくすいかい

しょうじゅかい

ふくじゅかい

たかさごかい

せんじゅかい

みなみふくじゅかい

やよい　　　　　　

ちょうじゅかい

　しぶや　　　 よしあき

 ながた　　　ともゆき

いいだ　　　ひでとし

しろうず　 　かずひさ

　 いとう　　　ゆずる

みついし　　　　ひろし

あしだ　　　　たみお

ももた         こうのすけ

　たじま　　　ゆたか

  かつや　　 　つとむ

さとう　　　　ひでお

おがた　　　　たみこ

はっとり　　　こうじ

　ふるかわ　　みつる

澁谷　嘉明

永田　智幸

飯田　秀利

白水　和久

伊藤　謙

光石　弘志

芦田　臣雄

百田　幸之助

田島　豊

勝谷　勉

佐藤　英雄

緒方　民子

服部　浩治

古川　満

（５８１）４３７７

（５８５）１４６６

（５８６）４９６９

（５８１）２１６９

（５９５）０９１３

（５９６）６６３９

（５９５）１９３５

（５０１）３５６４

（５７３）５６４８

（５８２）４７５７

（５９１）００９６

（５７３）８９４８

（５８２）５７９８

（５８２）５２８０

地 区 自治会名 クラブ名 電話番号会長名

東

千歳町

大和町

宝町

光町

小倉東

若葉台西

若葉台東

昇町

下白水北

下白水南

泉

上白水

天神山

白水ヶ丘

白水池

千寿会

大和会

宝寿会

光永会

春光会

西若葉会

東若葉会

白寿会

松葉会

あすなろ会

いずみ会

白水会

天神会

元気の会

池の友

せんじゅかい

やまとかい

ほうじゅかい

こうえいかい

しゅんこうかい

にしわかばかい

ひがしわかばかい

はくじゅかい

まつばかい

　　　　　　　　かい

　　　　　　　かい

はくすいかい

てんじんかい

げんき　　　かい

いけ　　 とも

ひらしま　 　　えいこ

はじづめ　　りょうきち

ゆみかけ　　　ひろみち

なかしま　　　ちはる

わたなべ　　　さちこ

はやし　　　ひでき

ふくだ　　　ただぞう

なす　　　　　ちえこ

しばた　　　　しゅんたろう

まつお　　　しげのり

とびなが　　　なおこ

かなどう　　　ながとし

ひぐち　　　よしみつ

ふじい　　　 たかお

　あらき　　　みつぐ

平島　榮子

橋爪　良吉

弓掛　弘達

中島　千春

渡邉　幸子

林　秀樹

福田　忠三

奈須　知惠子

柴田　俊太郎

松尾　茂憲

飛永　直子

金堂　長利

樋口　義満

藤井　隆夫

荒木　貢

（５８１）６５８９

（５０１）４４６６

（５８５）９４４８

（５８５）５９４３

（５７３）０１３２

（５７２）７３１５

（５８１）４９７８

（５０１）４９７３

（５９１）０５６１

（５８１）７８６９

（５８１）７８６０

（５０１）３９９９

（５０１）６６５０

（５０１）４７７９

（５８２）１９３８

南

西 北

祝 辞
　「敬老の日」に当たり、皆さまのご長寿に対し、心からお祝い
申し上げます。
　今年は、７月の西日本豪雨災害の後、史上まれにみる暑さに
なり、また、台風も頻繁に発生するなど、厳しい夏となりました
が、皆さま、お体を大切にお過ごしいただいているものと存じ
ます。
　さて、本市においては、超少子高齢化が進む中で、成熟した長
寿社会を実現することを目指しています。
　市民の皆さまがいつまでも安心して暮らしていただけるよ
う地域全体で支え合うまちづくりを進めながら、新たな特別養
護老人ホームなど介護基盤の整備、一人暮らしの高齢者の皆さ
までも安心して暮らせるシステムの充実、介護の予防や健康づ
くりの推進に、積極的に取り組んでいるところです。
　今年も皆さまとともに、この良き日を迎えられましたことを
心からお喜びいたしますとともに、皆さまがいつまでも健やか
にお過ごしいただくことをお祈りし、祝辞といたします。
平成30年９月

春日市長　井上 澄和

敬
老
の
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

伊藤美代子さん
（須玖北）

い  とう

いの うえ すみ かず

み　よ　こ

後藤 清忠さん
ご  とう きよ ただ

い  

と
う    

み   

よ   

こ

敬
老
の
日
は
、長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬
い
、長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

高
齢
者
祝
金・祝
品
の
贈
呈

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
　シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

春日市シニアクラブ
連合会会長

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０
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岡本

須玖南

弥生

小倉

南寿会

紅葉会

睦会

若水会

ことぶき会

松の実会

緑翆会

松寿会

福寿会

高砂会

仙寿会

南福寿会

弥生クラブ

長寿会

なんじゅかい

こうようかい

むつみかい

わかみずかい

　　　　　　　　かい

　　まつ　 　　みかい

りょくすいかい

しょうじゅかい

ふくじゅかい

たかさごかい

せんじゅかい

みなみふくじゅかい

やよい　　　　　　

ちょうじゅかい

　しぶや　　　 よしあき

 ながた　　　ともゆき

いいだ　　　ひでとし

しろうず　 　かずひさ

　 いとう　　　ゆずる

みついし　　　　ひろし

あしだ　　　　たみお

ももた         こうのすけ

　たじま　　　ゆたか

  かつや　　 　つとむ

さとう　　　　ひでお

おがた　　　　たみこ

はっとり　　　こうじ

　ふるかわ　　みつる

澁谷　嘉明

永田　智幸

飯田　秀利

白水　和久

伊藤　謙

光石　弘志

芦田　臣雄

百田　幸之助

田島　豊

勝谷　勉

佐藤　英雄

緒方　民子

服部　浩治

古川　満

（５８１）４３７７

（５８５）１４６６

（５８６）４９６９

（５８１）２１６９

（５９５）０９１３

（５９６）６６３９

（５９５）１９３５

（５０１）３５６４

（５７３）５６４８

（５８２）４７５７

（５９１）００９６

（５７３）８９４８

（５８２）５７９８

（５８２）５２８０

地 区 自治会名 クラブ名 電話番号会長名

東

千歳町

大和町

宝町

光町

小倉東

若葉台西

若葉台東

昇町

下白水北

下白水南

泉

上白水

天神山

白水ヶ丘

白水池

千寿会

大和会

宝寿会

光永会

春光会

西若葉会

東若葉会

白寿会

松葉会

あすなろ会

いずみ会

白水会

天神会

元気の会

池の友

せんじゅかい

やまとかい

ほうじゅかい

こうえいかい

しゅんこうかい

にしわかばかい

ひがしわかばかい

はくじゅかい

まつばかい

　　　　　　　　かい

　　　　　　　かい

はくすいかい

てんじんかい

げんき　　　かい

いけ　　 とも

ひらしま　 　　えいこ

はじづめ　　りょうきち

ゆみかけ　　　ひろみち

なかしま　　　ちはる

わたなべ　　　さちこ

はやし　　　ひでき

ふくだ　　　ただぞう

なす　　　　　ちえこ

しばた　　　　しゅんたろう

まつお　　　しげのり

とびなが　　　なおこ

かなどう　　　ながとし

ひぐち　　　よしみつ

ふじい　　　 たかお

　あらき　　　みつぐ

平島　榮子

橋爪　良吉

弓掛　弘達

中島　千春

渡邉　幸子

林　秀樹

福田　忠三

奈須　知惠子

柴田　俊太郎

松尾　茂憲

飛永　直子

金堂　長利

樋口　義満

藤井　隆夫

荒木　貢

（５８１）６５８９

（５０１）４４６６

（５８５）９４４８

（５８５）５９４３

（５７３）０１３２

（５７２）７３１５

（５８１）４９７８

（５０１）４９７３

（５９１）０５６１

（５８１）７８６９

（５８１）７８６０

（５０１）３９９９

（５０１）６６５０

（５０１）４７７９

（５８２）１９３８

南

西 北

祝 辞
　「敬老の日」に当たり、皆さまのご長寿に対し、心からお祝い
申し上げます。
　今年は、７月の西日本豪雨災害の後、史上まれにみる暑さに
なり、また、台風も頻繁に発生するなど、厳しい夏となりました
が、皆さま、お体を大切にお過ごしいただいているものと存じ
ます。
　さて、本市においては、超少子高齢化が進む中で、成熟した長
寿社会を実現することを目指しています。
　市民の皆さまがいつまでも安心して暮らしていただけるよ
う地域全体で支え合うまちづくりを進めながら、新たな特別養
護老人ホームなど介護基盤の整備、一人暮らしの高齢者の皆さ
までも安心して暮らせるシステムの充実、介護の予防や健康づ
くりの推進に、積極的に取り組んでいるところです。
　今年も皆さまとともに、この良き日を迎えられましたことを
心からお喜びいたしますとともに、皆さまがいつまでも健やか
にお過ごしいただくことをお祈りし、祝辞といたします。
平成30年９月

春日市長　井上 澄和

敬
老
の
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

伊藤美代子さん
（須玖北）

い  とう

いの うえ すみ かず

み　よ　こ

後藤 清忠さん
ご  とう きよ ただ

い  

と
う    

み   

よ   

こ

敬
老
の
日
は
、長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬
い
、長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

高
齢
者
祝
金・祝
品
の
贈
呈

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
　シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

春日市シニアクラブ
連合会会長

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０
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　猫
は
、
室
内
環
境
を
整
え
、
飼
い
主
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、室
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　室
内
で
飼
育
す
る
こ
と
で
、交
通
事
故
に
遭

う
、感
染
症
に
か
か
る
な
ど
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、ふ
ん
尿
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
掛
け

た
り
、虐
待
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
り
す
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猫
に
快
適
な
室
内
環
境
を
整
え
る

▽
清
潔
な
ト
イ
レ

　一
緒
に
暮
ら
す
家
族
の
た
め
に
も
、排
泄

物
は
す
ぐ
に
処
理
す
る
な
ど
、小
ま
め
に
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
爪
と
ぎ

　爪
と
ぎ
を
無
理
に
や
め
さ
せ
る
と
猫
に

と
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。専
用
の
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
上
下
運
動
が
で
き
る
場
所
や
隠
れ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所

　上
下
運
動
や
動
き
回
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
散
に
な
り
ま
す
。

▽
外
が
見
ら
れ
る
場
所

　外
が
観
察
で
き

る
こ
と
で
刺
激
に

な
り
退
屈
を
感
じ

に
く
く
な
り
ま
す
。

　
　

　迷
子
札
な
ど
を
つ
け
て
お
く
と
、万
が
一

　迷
子
に
な
り
、保
護
さ
れ
た
と
き
に
帰
っ

　て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
か
わ
い
そ
う
だ

と
い
う
気
持
ち
で
餌
を
与
え
る
だ
け
で
は
、

ふ
ん
尿
被
害
や
鳴
き
声
で
、近
所
の
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。屋
外
で
世
話

を
す
る
場
合
は
、
周
囲
へ
配
慮
し
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
餌
の
置
き
っ
放
し
や
ば
ら
ま
き
を
せ
ず
、食

べ
残
し
は
片
付
け
る

▽
ふ
ん
尿
は
掃
除
し
、敷
地
内
に
猫
用
ト
イ
レ

を
設
置
す
る

▽
近
所
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す

る

　障がいのある人、認知症の人、妊娠している人などの中には、手助けが必要であっても、「外見では不自由や障がいに
気付かれにくい人」、「コミュニケーションがうまくできずに、なかなか伝えられない人」がいます。そのような状況に周
囲の人が気付くことができるよう、手助けしてほしいことや緊急連絡先を記したものが「ヘルプカード」です。ヘルプ
カードを身に付けている人が困っているのを見かけたら、積極的な声掛けや手助けをお願いします。

問い合わせ先　福祉支援課障がい担当　☎（584）1111㈹　F（584）1154

「ヘルプカード」を見かけたら
手助けをお願いします

表 裏（記入例）
ヘルプカード（見本）

　県で引き取り、処分される猫の約８
割が子猫です。
　不幸な命をなくすためにも不妊・
去勢手術を受けさせましょう。手術を
することで次のようなのメリットがあり
ます。

▽発情が無くなり、鳴き声やけんか行
動が落ち着く。

▽マーキング行動が収まり、尿の臭
いが軽減する。

▽繁殖のストレスから解放され、穏や
かになる。
○飼い主のいない猫の不妊・去勢手
術費の補助　　
　 ▽不妊手術：２万５,０００円
　 ▽去勢手術：１万５,０００円
※補助には条件があります。

問い合わせ先　
環境課生活環境担当
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１４7

　　内部障がいや難病のある
人、妊娠初期の人には、すすん
で席を譲りましょう。

　　聴覚、言語に障がいのある
人には、筆談や手話でコミュニ
ケーションをとりましょう。

　　パニックや発作が起こる障
がいのある人もいます。ヘルプ
カードに対処法や緊急連絡先が
書かれていないか、声を掛けて
確認しましょう。

　　譲り合いのまごころ駐車
場。内部障がいなど外見からは
障がいが分かりにくい人も利用
していることを理解してくださ
い。

　　ヘルプカードを身に着けて
困っている高齢者。認知症かも
しれませんので、声を掛けてみ
ましょう。

　　手伝いの声を掛けて良い
のかためらう時もありますね。ヘ
ルプカードを見たら積極的に声
を掛けましょう。

??

ケース

１

ケース

4

ケース

2

ケース

5

ケース

3

ケース

6

窓 口

室
内
で
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

地
域
で
猫
が

幸
せ
に
暮
ら
す
に
は

●●●
春日市●●●
092-000-0000

●●●
春日市●●●
092-000-0000

不妊・去勢手術を
受けさせよう
不妊・去勢手術を
受けさせよう

こんなときは手助けをお願いします。

思いやりの心を行動に

　猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
人
の
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　し
か
し
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
に
は
動
物
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、

苦
手
に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
猫
の
生
体
や
習
性
な
ど
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康
で
安
全
に
飼
育
や
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
猫
と
の
暮
ら
し
方

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
猫
と
の
暮
ら
し
方

動
物
愛
護
週
間
（
9
月
20
日
〜
26
日
）

動
物
愛
護
週
間
（
9
月
20
日
〜
26
日
）

　周囲からの手伝いが必要な人
なら、誰でも利用できます。
対象　障がいのある人、認知症
の人、妊娠している人など
配布場所　福祉支援課障がい
担当、県障がい福祉課、各保
健福祉環境事務所

ヘルプカード
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　猫
は
、
室
内
環
境
を
整
え
、
飼
い
主
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、室
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　室
内
で
飼
育
す
る
こ
と
で
、交
通
事
故
に
遭

う
、感
染
症
に
か
か
る
な
ど
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、ふ
ん
尿
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
掛
け

た
り
、虐
待
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
り
す
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猫
に
快
適
な
室
内
環
境
を
整
え
る

▽
清
潔
な
ト
イ
レ

　一
緒
に
暮
ら
す
家
族
の
た
め
に
も
、排
泄

物
は
す
ぐ
に
処
理
す
る
な
ど
、小
ま
め
に
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
爪
と
ぎ

　爪
と
ぎ
を
無
理
に
や
め
さ
せ
る
と
猫
に

と
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。専
用
の
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
上
下
運
動
が
で
き
る
場
所
や
隠
れ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所

　上
下
運
動
や
動
き
回
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
散
に
な
り
ま
す
。

▽
外
が
見
ら
れ
る
場
所

　外
が
観
察
で
き

る
こ
と
で
刺
激
に

な
り
退
屈
を
感
じ

に
く
く
な
り
ま
す
。

　
　

　迷
子
札
な
ど
を
つ
け
て
お
く
と
、万
が
一

　迷
子
に
な
り
、保
護
さ
れ
た
と
き
に
帰
っ

　て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
か
わ
い
そ
う
だ

と
い
う
気
持
ち
で
餌
を
与
え
る
だ
け
で
は
、

ふ
ん
尿
被
害
や
鳴
き
声
で
、近
所
の
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。屋
外
で
世
話

を
す
る
場
合
は
、
周
囲
へ
配
慮
し
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
餌
の
置
き
っ
放
し
や
ば
ら
ま
き
を
せ
ず
、食

べ
残
し
は
片
付
け
る

▽
ふ
ん
尿
は
掃
除
し
、敷
地
内
に
猫
用
ト
イ
レ

を
設
置
す
る

▽
近
所
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す

る

　障がいのある人、認知症の人、妊娠している人などの中には、手助けが必要であっても、「外見では不自由や障がいに
気付かれにくい人」、「コミュニケーションがうまくできずに、なかなか伝えられない人」がいます。そのような状況に周
囲の人が気付くことができるよう、手助けしてほしいことや緊急連絡先を記したものが「ヘルプカード」です。ヘルプ
カードを身に付けている人が困っているのを見かけたら、積極的な声掛けや手助けをお願いします。

問い合わせ先　福祉支援課障がい担当　☎（584）1111㈹　F（584）1154

「ヘルプカード」を見かけたら
手助けをお願いします

表 裏（記入例）
ヘルプカード（見本）

　県で引き取り、処分される猫の約８
割が子猫です。
　不幸な命をなくすためにも不妊・
去勢手術を受けさせましょう。手術を
することで次のようなのメリットがあり
ます。

▽発情が無くなり、鳴き声やけんか行
動が落ち着く。

▽マーキング行動が収まり、尿の臭
いが軽減する。

▽繁殖のストレスから解放され、穏や
かになる。
○飼い主のいない猫の不妊・去勢手
術費の補助　　
　 ▽不妊手術：２万５,０００円
　 ▽去勢手術：１万５,０００円
※補助には条件があります。

問い合わせ先　
環境課生活環境担当
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１４7

　　内部障がいや難病のある
人、妊娠初期の人には、すすん
で席を譲りましょう。

　　聴覚、言語に障がいのある
人には、筆談や手話でコミュニ
ケーションをとりましょう。

　　パニックや発作が起こる障
がいのある人もいます。ヘルプ
カードに対処法や緊急連絡先が
書かれていないか、声を掛けて
確認しましょう。

　　譲り合いのまごころ駐車
場。内部障がいなど外見からは
障がいが分かりにくい人も利用
していることを理解してくださ
い。

　　ヘルプカードを身に着けて
困っている高齢者。認知症かも
しれませんので、声を掛けてみ
ましょう。

　　手伝いの声を掛けて良い
のかためらう時もありますね。ヘ
ルプカードを見たら積極的に声
を掛けましょう。

??

ケース

１

ケース

4

ケース

2

ケース

5

ケース

3

ケース

6

窓 口

室
内
で
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

地
域
で
猫
が

幸
せ
に
暮
ら
す
に
は

●●●
春日市●●●
092-000-0000

●●●
春日市●●●
092-000-0000

不妊・去勢手術を
受けさせよう
不妊・去勢手術を
受けさせよう

こんなときは手助けをお願いします。

思いやりの心を行動に

　猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
人
の
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　し
か
し
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
に
は
動
物
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、

苦
手
に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
猫
の
生
体
や
習
性
な
ど
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康
で
安
全
に
飼
育
や
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
猫
と
の
暮
ら
し
方

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
猫
と
の
暮
ら
し
方

動
物
愛
護
週
間
（
9
月
20
日
〜
26
日
）

動
物
愛
護
週
間
（
9
月
20
日
〜
26
日
）

　周囲からの手伝いが必要な人
なら、誰でも利用できます。
対象　障がいのある人、認知症
の人、妊娠している人など
配布場所　福祉支援課障がい
担当、県障がい福祉課、各保
健福祉環境事務所

ヘルプカード
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9月20日はバスの日

そうだ、「やよい」に乗ろう
　９月20日はバスの日です。日本で初めて京都市
でバスが走った日を記念して定められています。
　バスといえば、コミュニティバスやよい。皆さん
も、やよいに乗って、市内を巡ってみませんか。

利用者の声

やよい運転手

　　
や
よ
い
が
走
り
始
め
た
の
は
平
成
15
年
３

月
。今
年
で
運
行
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が

気
軽
に
公
共
施
設
を
移
動
で
き
た
ら
い
い

な
」。そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い
で
す
。

　
年
間
の
利
用
者
は
、
約
25
万
人
。か
す
が
く

ん
、
あ
す
か
ち
ゃ
ん
が
描
か
れ
た
青
い
バ
ス

は
、今
で
は
す
っ
か
り
ま
ち
の
風
景
の
一
つ
と

し
て
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

▽
市
内
を
偏
り
な
く
巡
る

　
や
よ
い
は
全
部
で
７
路
線
。網
の
目
の
よ
う

に
ル
ー
ト
を
張
り
巡
ら
せ
、市
内
を
偏
り
な

く
走
っ
て
い
ま
す
。

▽
公
共
・
公
益
施
設
に
行
け
る

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
横
の
バ
ス
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
、市
役
所
や
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
へ
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
運
賃
は
全
区
間
一
律
１
０
０
円

　
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
、ワ
ン
コ
イ
ン
の
１
０

０
円
で
す
。小
学
生
未
満
は
、
保
護
者
一
人

に
つ
き
３
人
ま
で
無
料
。ま
た
、
バ
ス
セ
ン

タ
ー
で
他
の
路
線
に
乗
り
継
ぐ
場
合
は
、無

料
で
す
。

▽
み
ん
な
に
優
し
い
バ
ス

　
全
席
が
、お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
の

優
先
席
で
す
。ま
た
、
ス
ロ
ー
プ
で
車
い
す

の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽
バ
ス
停
の
場
所
を
確
認

　
路
線
図
で
、バ
ス
停
の
場
所
や
行
き
先
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
バ
ス
停
の
前
で
待
つ

　
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
と
バ
ス
は
停
車

し
ま
せ
ん
。

▽
運
賃
は
後
払
い

　
運
賃
は
、
降
り
る
と
き
に
、
運
賃
箱
へ
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、
I
C
カ
ー
ド
の
場

合
は
、乗
車
時
と
降
車
時
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
路
線
ご
と
の
主
な
行
き
先

　
桜
ヶ
丘
線
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
、徳
洲

会
病
院
な
ど

　
須
玖
線
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き

プ
ラ
ザ
、ぶ
ど
う
の
庭
な
ど

　
上
白
水
線
　
Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
、ウ
ト
グ
チ
瓦

窯
展
示
館
な
ど

　
星
見
ヶ
丘
線
　
ナ
ギ
の
木
苑
、白
水
大
池
公

園
な
ど

　
平
田
台
線
　
位
瀬
公
園
、ザ
・
モ
ー
ル
春
日

店
な
ど

　
春
日
公
園
線
　
Ｊ
Ｒ
大
野
城
駅
、西
鉄
春
日

原
駅
、
春
日
公
園
２
丁
目（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
最
寄
）な
ど

　
春
日
原
線
　
市
役
所
、
西
鉄
春
日
原
駅
、Ｊ

Ｒ
春
日
駅
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課
計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹
　

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽バス停の数：１４０カ所
　市の面積は14.15k㎡。

１k㎡あたりに、約10カ所
のバス停があることにな
ります。

▽年間走行距離：約30万km
　これは、およそ地球を

７周半している計算にな
ります。

知ってビック
リ

やよいの秘密

や
よ
い
っ
て
こ
ん
な
バ
ス

や
よ
い
に
乗
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

愛
さ
れ
て
、15
周
年

大塚 光昭 さん
（小倉東）

おお  つか　  てる  あき

春日市には
坂が多いので
助かっています。

窪田 佳奈 さん
（平田台）

くぼ   た　　  か    な

快適です。
本数が増えると
いいですね。

馬場 ヤエ子 さん
（平田台）

ば    ば こ

時間が正確で
いいですね。

簑田 ミツヨ さん
（小倉）

みの   た

毎日利用して
助かっています。

谷川 和歌子 さん
たに  がわ　   わ     か     こ

やよいのお客さまは、
とってもマナ－が
良いです。
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相談・問い合わせ先  

▽生活困窮者自立相談支援窓口（９月30日まで）
☎️（707）1169　F（584）1142

▽くらしサポート「よりそい」（10月１日から）
☎️（515）2098　F（581）7258
　 yorisoi@kasuga-shakyo.or.jp

１０月１日から窓口が移転します
『生活困窮者自立相談支援窓口』から『くらしサポート「よりそい」』へ

　10月１日㈪から、生活困窮者自立相談支援窓口の名
称が、くらしサポート「よりそい」に変更になり、窓口が、
市役所から市社会福祉センター内へ移転します。これ
に伴い、電話番号やファックス番号なども変わります。

くらしサポート「よりそい」
　経済的な理由などで困っている人の自立に向けて、
支援を行います。
　早めの相談が早期の自立につながります。1人で悩
まず、まずは気軽に相談してください。相談は無料です。
　窓口が混雑する場合がありますので、できるだけ事
前に予約してください。
相談日　月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）
※土・日曜日の相談を希望する場合は、必ず事前に問

い合わせてください（都合により、相談日を設定でき
ない場合もあります）。

相談時間　午前８時30分〜午後５時
相談場所　くらしサポート「よりそい」（昇町3−101　市

社会福祉センター内）

くらしサポート「よりそい」の支援内容
○生活困窮者自立相談支援制度
　　失業、不安定な収入や借金などで経済的に困って

いる人や、生活上のさまざまな悩みを抱えている人
を対象に、生活の安定を目指すための相談・支援事
業を行っています。

　 ▽自立相談支援事業（相談支援）
　　　支援員が相談を受けて、困っている内容を整理

し、どのような支援が必要かを一緒に考えます。
それぞれの人に合った具体的な支援計画を作成し、
寄り添いながら、自立に向けた支援を行います。
必要に応じて他の関係機関などと連携し、課題解
決に向けた支援を行います。

　 ▽自立相談支援事業（就労支援）
　　　就労支援員が、働く時間や仕事の内容など、相

談者の状況に応じた仕事の相談支援を行います。
ハローワークへの同行なども行います。

　 ▽住居確保給付金の支給
　　　離職などにより住居を失った人、または失うおそ

れのある人に、就労に向けた活動を行うことを条
件に、一定期間、家賃相当額を支給します。

　　　生活の土台となる住居を整えた上で、就労支援
員が就労に向けた支援を行います。

　　　支給にあたっては、年齢（65歳未満）、離職期間
（離職などの日から2年以内）、収入や資産、就職
活動など一定の要件があります。

　 ▽家計改善支援事業
　　　家計相談支援員が家計の収支における課題を分

析した上で、状況に応じた支援計画を作成し、相
談者自ら家計の把握を行い、改善に取り組む力を
育てる支援を行います。必要に応じて関係機関へ
つないだり、貸付制度をあっせんしたりします（貸
し付けには条件あり）。

　　　また、債務整理に関する支援なども行い、早期
の生活再建を支援します。

　　※家計相談は、火・木・金曜日に行います。

下白水大塚古墳 下白水大塚古墳

ディスカウント

▲市社会福祉センター外観
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問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147
　 kankyo@city.kasuga.fukuoka.jp

楽しみながら環境について考えよう
春日市「環境フェア」

　展示を見たり、実際に体験したりしながら、「環境」に
ついて考えてみませんか。子どもから大人まで楽しめ
ます。
　また、リサイクル自転車など、豪華景品が当たる抽
選会も実施します。
※詳しくは市ウェブサイトを見てください。

日時　９月30日㈰
　午前10時〜午後２時
場所　市役所１階、市民駐車場
※来場の際は、環境に配慮し、できるだけ公共交通機

関を利用してください。
内容
〇環境ブース
　 ▽自転車発電の体験
　 ▽環境クイズ
　 ▽木粘土「もくねんさん」工作
　 ▽季節の花の苗の配布
　 ▽アルミ缶のプルタブ回収
　 ▽廃油石けんづくり
　 ▽プラバンでペットの迷子札作り
　 ▽動物クイズ
　 ▽ダンボールコンポスト講習会（要申し込み）
　 ▽ごみ減量啓発パネル展示
　※「いきなり団子づくり」や「春日公園の樹木ウォッチ

ング」も行います（要申し込み）。詳しくは今号15
　　ページを見てください。
〇働く車大集合
　　働く車、環境に配慮した車が大集合。写真撮影も

できます。
　 ▽パトカー・ミニ白バイ（午前中のみ）
　 ▽救急車
　 ▽電気自動車（試乗可）
　 ▽高所作業車（試乗可）
　 ▽水素自動車
　 ▽西鉄バス
　 ▽ごみ収集車（積み込み体験可）
　 ▽移動図書館たんぽぽ号（本の閲覧など可）
　 ▽ケーブルカー（環境番組の放映）
　※展示車両は変更になることがあります。

〇飲食ブース
〇子ども用品配布会（午前中のみ）
　　市民から譲り受けた、子ども服、ベビーソックス、

帽子、ベビーソファー、ベビーバスなどを無料で配
布します。

　※マイバッグを持参してください。
　※参加するには、入場券（当日行われるスタンプラ

リーでスタンプを５個集めるともらえる）が必要で
す。

フードドライブ i
イン
n 環境フェア

　フードドライブは、家庭で余っている食べ物を持ち寄
り、フードバンクや福祉団体に寄付する活動です。環
境フェア当日、食品などの寄付を受け付けます。
　集まった食品は、市や筑紫地区の子ども食堂や地域
の活動のサポートを行っている「ふくおか筑紫フードバ
ンク」に提供します。
対象品　賞味期限が１カ月以上残っている常温保存の

食品など

▽穀類（米、小麦粉など）

▽乾麺（パスタ、そうめんなど）

▽缶詰、レトルト食品、インスタント食品

▽乾物、ノリ、豆類、ふりかけなど

▽粉ミルク、離乳食、お菓子

▽調味料（しょうゆ、食用油など）

▽飲料（茶、ジュースなど）
※食品の他にも、タオル、スポンジ、マスク、洗剤、

オセロなどのボードゲーム、絵本、紙芝居なども受
け付けます。

受付場所　環境フェア内受付ブース（市役所１階）
問い合わせ先　環境課ごみ減量担当
☎（584）1157
F（584）1147

▲ごみ収集車の積み込み体験
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　国民健康保険（以下「国保」）の加入者が、他人（第
三者）の行為によって次のような傷病を受けた場
合は、市へ届け出が必要です。

▽交通事故でけがをさせられたとき

▽他人の飼い犬にかまれたとき

▽他人にけがをさせられたとき
　届け出があれば、国保を使って診療を受けるこ
とができます。
　これらの場合の医療費は、国保がけがをさせた
第三者に代わって医療費を一時的に立て替え、後
日その第三者に過失割合相当額を請求することに
なります。
　なお、第三者から直接治療費を受け取ったり、
示談が成立していたりする場合は、医療費を加入
者の世帯主に負担してもらうことがありますので
注意してください。
　また、仕事中や通勤途中のけがについては、労
働災害になるので国保で診療を受けることができ
ません。
　事故などの状況により、必要な書類が異なります。

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

第三者の行為で傷病を受けた場合
届け出が必要です

　市有地を活用し、高齢者福祉施設・公園の整備
を予定しています。これにあたり、近隣住民説明会
を開催します。申し込みは不要です。
対象　白水ヶ丘地区、天神山地区に居住または勤

務する人
日時・場所

▽９月28日㈮　午後１時〜：白水ヶ丘地区公民館

▽10月６日㈯　午前10時〜：天神山小学校多目的
ホール

▽10月６日㈯　午後７時〜：白水ヶ丘地区公民館
※内容は３回とも同じです。
内容　事業目的、スケジュールなど
事業用地　旧ウト口

ぐ ち

中池緑地用地および隣接する　
公園用地（白水ヶ丘１丁目）

用途　高齢者福祉施設（地域密着型特別養護老人
ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所（各１カ
所）、白水ヶ丘東公園

問い合わせ先  

▽高齢課指定指導担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

▽都市計画課公園担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

住民説明会を開催します
高齢者福祉施設・公園の整備に関すること

問い合わせ先  納税課納税推進担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

実施します
不動産公売

　市税滞納処分により差し押さえた不動産の公売（売
却）を行います。
　公売参加希望者は、納税課窓口で配布または市ウェ
ブサイトに掲載している「不動産公売物件説明書」と「公
売参加の手引」を見てください。また、公売財産の現況、
関係公簿類を事前に確認してください。
　直前に公売を中止する場合がありますので、入札前
に公売開催の有無を問い合わせてください。

日時　10月2日㈫
　午前10時
場所　市役所２階大会議室
公売方法　入札

対象物件　不動産（１物件）（土地・建物（松ヶ丘））
○土地
　 ▽地積：238.14㎡（4筆合計）
　 ▽地目：宅地
○建物
　 ▽床面積：1階75.38㎡、2階29.81㎡、車庫32.74

㎡
　 ▽種類：居宅
最低公売価格 （見積価額）　1,150万円
公売保証金　115万円
※不動産情報は、土地は公簿、建物は公簿と課税台帳

によるものです
売却決定日時　10月9日㈫  午前10時
代金納付期限　10月9日㈫  午前11時
代金納付場所　納税課(市役所１階)
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　仕事などのために、夜間（開始時間が原則として
午後５時以降）に人工透析による治療を受けている
人に対して、交通費の一部を助成します。
対象　次の全てを満たす人（所得制限あり）
○身体障害者手帳の交付を受けている
○今年の４～９月に、月５回以上、夜間に人工透析

を受けた月がある（助成対象は月５回以上透析を
受けた月のみ）

　※９月分は月５回以上通院してから医療機関に証
明書を発行してもらってください。

○通院距離（自宅から医療機関まで）、または通院
費用が次のいずれかに該当する

　 ▽自家用車使用の場合：片道10㎞以上
　 ▽ 公共交通機関・タクシー使用の場合：月額２,

０００円以上の負担
　※タクシー利用の場合は、領収書が必要です。
助成額　月額２,０００円
申請期間　９月18日㈫～28日㈮

申請・問い合わせ先  福祉支援課障がい担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1154

助成を希望する人は申請してください
腎臓疾患患者福祉給付金

　よりよい春日のまちづくりを目指すため、市長が
各地区公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交
換します。気軽に参加してください。

日程・会場

▽ 10月２日㈫：宝町地区公民館

▽10月３日㈬：ちくし台地区公民館

▽10月４日㈭：千歳町地区公民館
時間　午後７時〜８時30分

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145

出前トーク「市長と語る」
10月前半の日程

問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

9月21日〜30日
「秋の交通安全県民運動」を実施します

運動の重点と実施事項
①子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の

交通事故防止
　 ▽横断歩道は歩行者優先です。子どもと高齢者に対

する思いやりのある運転を行いましょう。
　 ▽交通上の危険箇所について話し合いましょう。
②飲酒運転の撲滅
　 ▽飲酒運転による事故の悲惨さや責任の重さについ

て話し合いましょう。
　 ▽車を運転するときは、アルコールが残っていない

か確認しましょう。
　 ▽飲酒運転を見掛けたら、110番通報しましょう。
③夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故

防止
　 ▽夕暮れ時・夜間に外出するときは、反射材用品や

明るい色の服を身に付けましょう。

　 ▽自転車は、夕暮れ時は早めにライトを点灯し、反
射材用品を身に付けましょう。

　 ▽自動車運転者はハイビームを効果的に活用し、歩
行者や自転車運転者に注意しましょう。

④全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底

　 ▽車に乗る全ての人にシートベルトを正しく着用させ
ましょう。

　 ▽チャイルドシートは、子どもの体格に合ったものを
使用し、座席に正しく取り付けましょう。

春日市交通事故発生件数
平成30年

（1月～ 7月）の
交通事故統計

平成29年
（同時期）との

比較（±）
発生件数 420件 ‐16件
負傷者数 536人 ‐7人
自転車関連事故 85件 ‐6件
高齢者（65歳以上）
関連事故 101件 ‐16件

飲酒運転関連事故 2件 ±0件
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万引き防止やインターネットの適正利用を呼びかけ

春日北中学校生徒が街頭啓発

筑紫地区建設コンサルタンツ協会

トランポリンを寄贈

災害時に正確な情報発信を

九州朝日放送株式会社と協定締結

学校給食の献立の充実、食育の推進に役立てる

市学校給食料理コンクール開催

　7月20日、ハローデイ井尻店で、春日北中学校
の生徒8人が街頭啓発を行いました。これは、近
年インターネットの利用に関連する犯罪被害が増加
していることから、広くインターネットの適正利用
などを呼び掛けることを目的に行ったものです。
　この機会に、子どもたちが安全にインターネット
を利用できるよう、各家庭でも話し合ってみません
か（安全安心ワンポイント（14ページ）参照）。

　8月1日、筑紫地区で測量・調査・設計業を営
む会員が集う筑紫地区建設コンサルタンツ協会
が、須玖児童センターにトランポリンを寄贈し、
引き渡し式が行われました。　　
　同協会は、毎年、ボランティアの一環として市
の施設などに福祉備品を寄贈しています。トラン
ポリンで楽しみながら子どもの健康に役立ててほ
しいという気持ちで贈られました。

　市は、８月８日、筑紫地区で初めて九州朝日放
送株式会社と防災パートナーシップに関する協定
を締結しました。これは、市内の災害発生時など
にテレビやラジオを通して災害状況などの情報を
いち早く周知し、市民の安全確保に努めるもの。
　締結後、市長は「災害時には、正しい情報を把
握することが何よりも大切。市民の皆さんの安心
につながると思います」と期待を寄せました。

　７月31日、ふれあい文化センターで市内12小学
校の調理員が参加し、学校給食料理コンクールが行
われました。献立は発酵食品、大豆・大豆製品を使
い、実際の学校給食と同様に栄養価や食材の価格が
考慮されたものです。「高野豆腐とひじきの塩こう
じごはん」などの献立で見事１位となった春日南小
学校の調理員は、「色々な形で大豆製品を食べられ
る工夫をしました。うれしい」と感想を述べました。

▲春日北中学校の生徒と少年補導員の皆さん

▲筑紫地区建設コンサルタンツ協会の皆さんと市長

▲九州朝日放送㈱代表取締役社長和
わ け

氣　靖
やすし

さん（左）と市長

▲春日南小学校の調理員の皆さんと栄養教諭



を明るくする運動社会を明るくする運動社会
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　わたしは、六月三日に、吉野ヶ里歴史公園の「竪
穴住居宿泊体験」に、妹とお父さんとわたしで参加
しました。そこでわたしは「宿泊体験」を通してたく
さんのことを学びました。そのことを紹介していきま
す。「宿泊体験」はまず、自己紹介から始まりました。
さすがに知らない人ばかりだったけど、ある女の子
に「友達になろう。」と言われたので友達ができまし
た。この子が教えてくれたのは、「勇気」でした。そ
の女の子は、初めて会ったのにもかかわらず、わたし
たちに声をかけてくれました。そのことがとてもうれ
しかったです。自己紹介の後は、「園内見学ツアー」
に行きました。案内して下さったのは王様と呼ばれ
る人で、むらさき色の服を着て、髪を結っていた人で
した。王様は、園内のことだけではなく、「なぜ王の
服はむらさき色なのか」や、「服の色で位がちがう」、
「王よりえらい人がいる事」など授業で習わなかった
ことを教えてくれました。実際にやぐらなどを見たり、
土器をさわったりすることで、とても歴史について学
ぶことができました。園内を見学した後は、お昼の時
間です。食べ終わった子たちが外で遊んでいたので
行ってみると、カエルをつかまえていたのでびっくり。
そのあともみんなでチョウをつかまえました。わたし
は、あまり、外で遊んだりしないので少し楽しかったで
す。そして、ついに、宿泊用の竪穴住居にやってきま
した。直接中に入ってみると意外と深くて、思ったよ
り、広くてすずしかったです。竪穴住居は、班に分か
れて使うので、わたしの家族以外は、わたしたちと同
じぐらいの年の姉妹とその二人のお父さんですぐに
仲良くなれました。今日、ここに来てなかったら、こん
な、新しい友達も出来ていなかっただろうなと思いま
した。新しい友達のつくり方もこの「宿泊体験」を通
して学んだことの一つかなと思いました。自分の宿
泊場所を確にんしたら、いよいよ、夕飯の時間です。
夕飯をつくる前に「竹の食器作り」をしました。竹を割
って、お皿の形にしたら、小刀で、ささくれを落とした
り、少しけずったり、思っていたよりも力がいるので、
けっこうつかれたけど、楽しかったです。食器を作っ
た後は、夕食作り、火おこしから始めて、土器でお米

をたいて作る、という本格的なものです。まず、わたし
たちは、火おこしから始めました。見たことないような
道具でしました。なかなかふだんしない上に、思った
よりリズム感が必要でした。同じ班の二人は、息がぴ
ったりで、とても上手でほとんど二人にやってもらって
しまったけど、昔の人は、毎日こんな大変な思いをし
ていたのかな、と昔の人のすごさが少し分かったよう
な気がしました。火のおこし方や竹の食器の作り方
を知っていても、あまり役に立たないかもしれないけ
ど、めったにできないことで、きちょうな体験ができま
した。食事が終わると、いよいよ「夜の探検ツアー」
です。ふだんは通れないバス用のコースや、夜の吉
野ヶ里を見ることができるのでとても貴重です。「夜
の探検ツアー」では、昼間案内してもらった時と同じ
で、色々なことを説明してくれてとても勉強になりまし
た。昼間まわった時と、またちがった風に見えておも
しろかったです。そして夜、竪穴住居で一晩を過ごし
ました。次の日、最後のプログラムの田植体験です。
田植は何度かしたことがあったけど、やはり貴重な体
験です。長ぐつでするつもりだったのに、思ったより深
く、はだしでやりました。最初は少し気もち悪かったけ
ど、だんだんなれて、平気になりました。妹がいつのま
にかいなくなったので探していたら、友達とカエルを
つかまえていました。
　わたしは、この「宿泊体験」でたくさんのことを学
ぶことができました。それは、貴重な経験をしたから、
学べたことだと思います。しかし、わたしが学んだ中
で、一番これから大切にしたいことは、いろんな人と
の出会いです。最初に、声をかけてくれた子が、教え
てくれたことは、勇気だけではなくて、「仲良くなりた
い」「友達をつくりたい」という気持ちもおしえてくれ
ました。「宿泊体験」では、王様や、カメラマン、同じ
班の人などたくさんの人に出会えました。だから、せ
っかく出会えたなら、一日でも、わたしは、今となりに
いる人と、協力したり、仲良くしたり、いっしょにいたい
なと思いました。

　７月14日にふれあい文化センターで行った第68回「社会を明るくする運動」推進大会の一環として、市内の４小学
校から募集した作文の優秀作品（原文のまま）を、４回に渡って紹介しています。

「吉野ヶ里歴史公園宿泊体験」

優秀作品

春日西小学校６年 深
ふ か

田
た

  明
あ き

希
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楽
し
い
お
話
し
が
た
く
さ
ん

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
語
り
な
ど

秋
の
き
せ
つ
の
お
は
な
し
会（
無
料
）

　
３
歳
く
ら
い
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
10
月
６
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
集
会
室
Ｂ

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

地
元
商
店
街
を
元
気
に

昇
町
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

の
ぼ
り 

幟 

フ
ェ
ス

　
比ひ

が

ち
花
知
春は

る

さ
ん（
歌
手
）の
ス
テ
ー

ジ
や
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
も

募
集
し
ま
す
。

○
の
ぼ
り 

幟 

フ
ェ
ス

　
日
時　
11
月
23
日
㈮
・
㈷

　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
場
所　
春
日
小
学
校
体
育
館
、
職

員
駐
車
場

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
出
店
場
所　
春
日
小
学
校
職
員
駐

車
場　

　
出
店
ス
ペ
ー
ス　
約
３
ｍ
×
４
ｍ

（
駐
車
場
１
台
分
ス
ペ
ー
ス
）

　
募
集
区
画　
15
区
画（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

　
※
出
展
確
定
者
に
は
後
日
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

　
出
店
料　
６
０
０
円

　
申
込
方
法　
10
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
店

種
別
、
返
信
面
に
住
所
、
氏
名

を
書
い
て
送
る

　
申
込
先　
昇
町
公
民
館
内
の
ぼ
り

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会（
〒
816
－

０
８
５
１
昇
町
５
－
１
２
２
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
フ
ェ
ス
実
行
委

員
長　
吉よ

し

田だ　
　

☎
０
９
０（
９
０
７
３
）４
７
３
４

古
代
の
モ
ノ
作
り
に
挑
戦

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り

　
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
、
た
く
さ
ん

の
ガ
ラ
ス
玉
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
代
の
貴
重
な
装
飾
品
で
あ
っ
た

ガ
ラ
ス
玉
を
、
火
で
ガ
ラ
ス
棒
を
溶

か
し
て
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
６
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

材
料
費　
１
０
０
円

定
員  

30
人

※
応
募
締
め
切
り
後
に
抽
選
し
、
９

月
26
日
㈬
に
当
選
者
の
み
に
連
絡

を
し
ま
す
。

申
込
方
法　
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nako
ku@

city.kasuga.
fukuoka.jp

市
内
の
国
際
交
流
組
織

市
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

活
動
パ
ネ
ル
展

　
外
国
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
活

動
の
様
子
な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹

介
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
各
団
体
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
程　
９
月
25
日
㈫
〜
10
月
４
日
㈭

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

パ
ネ
ル
展
示
団
体
・
問
い
合
わ
せ
先

▽（
一
社
）市
体
育
協
会

　
☎（
５
７
４
）９
１
３
１

　
F（
５
７
４
）９
１
３
８

▽
つ
く
し
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎（
５
８
２
）７
６
０
０

　
F（
５
８
２
）１
５
１
１

▽（
一
財
）言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
春
日

　
☎（
５
０
２
）２
１
４
６（
F
兼
用
）

▽
福
岡
国
際
茶
道
会

　
☎（
５
０
１
）９
７
５
８

　
F（
５
９
１
）１
７
６
９

▽
カ
ナ
ダ
友
好
協
会

　
☎（
５
８
５
）５
６
５
１（
F
兼
用
）

▽
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
す
く
す
く
ク

ラ
ブ

　
☎（
５
７
４
）２
５
６
７（
F
兼
用
）

▽
九
州
台
日
文
化
交
流
会

　
☎（
８
４
５
）０
１
０
１

　
F（
８
４
３
）０
２
０
０

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
・
ウ
ガ
ン
ダ
友

好
協
会

　
☎（
５
７
３
）８
９
４
５（
F
兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
会
事
務
局（
地

域
づ
く
り
課
協
働
推
進
担
当
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉイ
ンｎ
社
協

不
用
品
や
眠
っ
て
い
る
品
物
な
ど

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
初
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。

※
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
許
可
が

必
要
な
も
の
、
飲
食
物
、
医
薬
品

な
ど
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
－
１
０
１
）

出
店
料　
１
区
画
６
０
０
円（
約
４

㎡
）

募
集
区
画
数　
40
区
画（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　
９
月
25
日
㈫
〜
10
月
19

日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）に
、
往
復

は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

主
な
出
店
物
品（
衣
類
、
子
ど
も

服
、
食
器
、
雑
貨
な
ど
）、
何
を

見
て
の
申
し
込
み
か
を
記
入
し
、

返
信
用
表
面
に
返
信
先
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課「
か
す
が

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉ
ｎ
社
協
」

（
〒
816
－
０
８
５
１
昇
町
３
－
１

　
０
１
）

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

イ
ベ
ン
ト  Event
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ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
子
ど
も

を
守
る

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
が
増
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
）な
ど
に
関
わ
る

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
犯
罪

被
害
な
ど
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
軽
い
気
持
ち
で
有
害

情
報
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し

合
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

利
用
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
利
用
場
所
や
時
間
を
決
め
る
。

▽
パ
ス
ワ
ー
ド
は
保
護
者
が
管
理

す
る
。

▽
名
前
や
学
校
名
を
書
き
込
ん
だ

り
、
顔
写
真
な
ど
を
載
せ
た
り

し
な
い
。

▽
友
達
に
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
や
り
取
り
を
強
要
し
な
い
。

▽
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
は
、
す

ぐ
に
保
護
者
に
相
談
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
こ

ど
も
共
育
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
７
０

F（
５
８
４
）１
１
５
３

第
41
回
春
日
市
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時　
10
月
21
日
㈰（
雨
天
延
期
時：

10
月
28
日
㈰
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
受
付
：

午
前
８
時
50
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目

▽
男
子
：
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
・
Ｂ
級
、

シ
ニ
ア（
60
歳
以
上
）、
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア（
70
歳
以
上
）

▽
女
子
：
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
・
Ｃ
級
、

シ
ニ
ア（
60
歳
以
上
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
１
人
当
た
り
）

▽
一
般
１
５
０
０
円

▽
協
会
員
１
０
０
０
円

定
員　
各
ク
ラ
ス
18
組（
総
数
54
組

以
内
、
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
７
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
種

目
、
本
人
と
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
雨
天
延
期
時
の
出
欠

の
有
無
、
協
会
員
の
人
は
所
属
ク

ラ
ブ
名
、
優
勝
経
験
者
は
年
度
を

連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
は
が
き
：
同
大
会
係　
伊い

藤と
う
よ
し
ひ
さ

良
久

（
〒
816
－
０
８
３
３
紅
葉
ヶ
丘
東

７
－
１
６
０
）

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
同
大
会
係　
福ふ

く
し
ま嶋

　
眞ま

き

こ
木
子

　
☎（
５
８
６
）０
６
４
８（
F
兼
用
）

　
※
必
ず
電
話
で
受
け
付
け
の
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
Ｅ
メ
ー
ル

　
info@

kasuga-tennis,itigo.
jp

http://kasuga-tennis.itigo.
jp/HTM

L/

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
10
回

春
日
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▽
市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
・
通
学

す
る
人

▽
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
員

▽
市
体
育
協
会
員

日
時　
９
月
23
日
㈰
・
㈷

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時（
受

付
：
午
前
９
時
）

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３
－
５
－
15
）

内
容　
個
人
戦
３
ゲ
ー
ム

参
加
費

▽
中
学
生
以
下
：
５
０
０
円

▽
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
員
：
１
７
０ 

０
円

▽
一
般
：
１
９
０
０
円

※
別
途
貸
靴
代
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
内
）　
松ま

つ
も
と元

☎（
５
８
１
）０
１
２
２

F（
５
８
５
）５
５
９
８

第
38
回
春
日
市
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人　
▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員
お
よ
び

同
協
会
が
参
加
を
認
め
る
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
人

日
時　
11
月
11
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

級
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
級
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ（
39
歳
以
下
）・

Ａ（
40
歳
以
上
）・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

※
全
種
目
Ａ
級
の
み
オ
ー
プ
ン（
市

外
の
人
も
参
加
可
）で
す
。

※
前
年
度
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
優
勝
者
は
、

前
回
よ
り
上
の
ラ
ン
ク
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
１
８
０
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
一
般
：
１
２
０
０
円

▽
市
協
会
員
：
１
０
０
０
円

▽
中
学
生
・
高
校
生
：
８
０
０
円

申
込
方
法　
10
月
23
日
㈫
ま
で
に
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
書
を
提
出
す
る

※
大
会
要
項・申
込
書
は
、市
体
育
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://ka 

suga-taikyo.com
/

）
か
ら
入

手
で
き
ま
す

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
内う

ち

野の

☎
０
９
０（
４
９
９
９
）９
１
０
７

2018kasuga.bado@
gm

ail.
com

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー
交
流
フ
ェ
ス
タ（
無
料
）

ア
ジ
ア
各
国
と
日
本
の
中
学
生
に
よ
る

交
流
試
合

　
ア
ジ
ア
各
国
と
、
福
岡
県
・
大
分

県
の
中
学
生
チ
ー
ム
と
の
エ
ッ
ク
ス

ラ
グ
ビ
ー（
少
人
数
制
ラ
グ
ビ
ー
）に

よ
る
交
流
試
合
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト（
飲
食
ブ
ー
ス
、
日
本

文
化
体
験
、
ラ
グ
ビ
ー
体
験
）も
開

催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
少
雨
決
行
）

場
所　
県
営
春
日
公
園
球
技
場（
原

町
３
－
１
－
４
）

問
い
合
わ
せ
先　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
福
岡
開
催
推

進
委
員
会
事
務
局

☎（
６
４
３
）７
６
１
３

F（
６
３
２
）２
０
１
１

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
３
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

自
転
車
や
ス
チ
ー
ル
家
具
な
ど

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利

用
で
き
る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス
チ

ー
ル
家
具
類（
陶
器
な
ど
を
含
む
）の

譲
渡
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

し
て
い
る
人

場
所　
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ

展
示
期
間　
10
月
２
日
㈫
〜
７
日
㈰

（
６
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具
類（
約
１
０
０
点
）、

日
替
わ
り
品（
希
望
者
は
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
62

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の
住

所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面
が
無
記

入
で
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
申
し
込
み
に
限

り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具
は
１
住

所
で
各
１
点
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
複

数
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
、１
台
２
６
０
０
円（
防

犯
登
録
料
６
０
０
円
を
含
む
）が

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の

当
選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１

年
以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
類
の
当
選
後
、
引

き
取
り
が
な
い
場
合
、
そ
の
後
の
１

年
間
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
10
月
11
日

㈭
の
午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、

抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
ま
す（
10
月
12
日
㈮

発
送
予
定
）。

▽
当
選
品
は
、
10
月
15
日
㈪
〜
19
日

㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

参
加
し
ま
せ
ん
か

９
月
30
日
㈰
開
催

環
境
フ
ェ
ア
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
９
月
30
日
㈰
に
開
催
す
る「
環
境

フ
ェ
ア
」（
今
号
８
ペ
ー
ジ
参
照
）で

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

〇
い
き
な
り
団
子
づ
く
り

　
　
季
節
の
野
菜
を
使
っ
て
、
い
き

な
り
団
子
を
作
り
ま
す
。

　
対
象　
３
歳
以
上（
未
就
学
児
は

保
護
者
同
伴
）

　
時
間　

　
▽
１
回
目
：
午
前
11
時
〜

　
▽
２
回
目
：
正
午
〜

　
▽
３
回
目
：
午
後
１
時
〜

　
場
所　
市
役
所
１
階

　
講
師　
未
来
の
会

　
材
料
費　
１
人
２
０
０
円

　
定
員　
各
回
７
組（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
９
月
18
日
㈫
〜
28
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
の
回
を
伝
え
る

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

環
境
保
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
４
７

　

kankyo@city.kasuga.fukuoka.
jp

〇
春
日
公
園
の
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
珍
し
い
木
や
面
白
い
木
な
ど
、

樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
時
間　
午
前
11
時
〜
正
午

　
集
合
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
講
師　
公
園
活
用
研
究
会「
ま
い

ぱ
く
」

　
資
料
代　
３
０
０
円

　
定
員　
10
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
９
月
15
日
㈯
〜
28
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま

ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぶ

ど
う
の
庭

　
☎（
５
８
９
）３
３
８
８

　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

　

info@
budounoniw

a.com

正
し
い
歩
き
方
を
身
に
付
け
よ
う

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク

夏
の
終
わ
り
の
泉・新
幹
線
下
コ
ー
ス（
無
料
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前

の
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
正
し
い
歩
き
方

ま
で
指
導
し
ま
す
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４・
５

㎞
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歩
き
や

す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

日
時　
９
月
26
日
㈬

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分（
受

付
：
午
前
９
時
〜)

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
帽
子

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

健
康  Health

環
境  Environm

ent
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ロ
コ
モ
予
防
セ
ミ
ナ
ー

理
学
療
法
士
が
教
え
る

姿
勢
と
関
節
痛

　
猫
背
、
肩
こ
り
、
関
節
痛
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
人
、
も
し
か
し
て「
姿

勢
」が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
知
識

と
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
60
歳
以
上
の
市
民

日
時　
10
月
３
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導

室
内
容　
正
し
い
姿
勢
や
ロ
コ
モ
予
防

の
た
め
の
講
義
・
実
技

講
師　
甲か

い

え

り

な

斐
絵
里
奈
さ
ん（
理
学
療

法
士
）

参
加
費　
３
５
０
円

定
員　
35
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
運
動
し

や
す
い
服
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

ル
ー
ム

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

お
も
て
な
し
料
理
な
ど

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　
初
心
者
か
ら
、
料
理
の
幅
を
広
げ

た
い
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

○
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
１「
手
作

り
食
品
」

　
日
時　
９
月
29
日
㈯

　
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
参
加
費　
１
６
２
０
円（
材
料
費

込
）

　
申
込
期
限　
９
月
21
日
㈮

○
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
２「
お
も

て
な
し
料
理
」

　
日
時　
12
月
１
日
㈯

　
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
参
加
費　
３
２
４
０
円（
材
料
費

込
）

　
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

場
所　
精
華
女
子
短
期
大
学
３
号
館

１
２
０
調
理
実
習
室

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
セ
ミ
ナ
ー
を
連
絡
す

る
※
参
加
費
は
参
加
決
定
後
、
口
座
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い（
振
込
口

座
：
福
岡
銀
行
雑
餉
隈
支
店（
普

通
）９
６
３
６
４
、
口
座
名
義
：

学
校
法
人
精
華
学
園
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
精
華
女
子

短
期
大
学
食
物
栄
養
専
攻　
横よ

こ
お
う大

路じ
☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

yokoouji@
seika.ac.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
無
料
）

小
さ
な
親
切
始
め
ま
せ
ん
か

音
に
頼
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
知
ろ
う

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
び
、
音
に
頼
ら
な
い
方

法（
筆
談
な
ど
）を
体
験
し
ま
す
。

日
時　
10
月
９
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法 　
10
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育

課
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuoka.

jp人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
８（
無
料
）

日
時　
10
月
６
日
㈯

　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
視

聴
覚
研
修
室（
原
町
３
－
１
－
７
）

演
題　
日
本
の
貧
困
〜
各
世
代
に
広

が
り
続
け
る
貧
困
、
私
た
ち
が
で

き
る
具
体
的
な
心
構
え
と
は
〜

講
師　
藤ふ

じ

田た

孝た
か
の
り典
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代
表
理
事
、
聖

学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
客
員
准

教
授
）

申
込
方
法　
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
、
同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（https://w

w
w

.fukuoka
　

ken-jinken.or.jp/

）の
い
ず
れ
か

で
参
加
申
込
書
を
提
出
す
る

※
講
座
案
内（
参
加
申
込
書
）は
、
県

講
演
・
講
座  Lecture

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他

の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
町
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

中
学
生
以
上
の
人

日
時　
10
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
４
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署

警
防
課
救
急
情
報
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
１

F（
５
８
４
）１
２
４
０
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

「モーダルシフト」を
知っていますか
　「モーダルシフト」とは、貨物
や人の輸送（移動）手段の転換
を図ることをいいます。
　トラック輸送などを、地球に優
しく、大量輸送が可能な海運輸
送や鉄道輸送に転換することで、
次の４つの効果が期待されてい
ます。
▷二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の

削減
▷物流コストの削減
▷道路混雑問題の解消
▷交通事故の減少
　例えば、１トンの貨物を１キロ
メートル輸送したときのＣＯ２排出
量を比べると、鉄道は営業用ト
ラックの約 11 分の１の排出量で
済みます。また、バスを利用し
た場合、１キロメートル当たりの
ＣＯ２排出量は車と比べて３分の１
になり、鉄道を利用した場合は９
分の１以下になります。
　現在、日本国内ではトラック輸
送がおよそ９割を占めています。
トラックを使うことなく全ての区
間の輸送を行うことはできません
が、転換できる部分を鉄道など
に切り替えていくことで、地球温
暖化を防止することにつながりま
す。
　個人でも、移動手段を見直す
ことでＣＯ２排出量の削減につな
がります。
　秋の行楽シーズン、普段は車
を利用する人も、環境に優しい
公共交通機関を利用してみませ
んか。

参考：国土交通省ウェブサイト（http://
www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_
tk2_000016.html）

手
作
り
に
挑
戦

大
人
と
同
じ
食
材
で
作
り
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
〜
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15

人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
の
子
ど
も

の
保
護
者

日
時　
10
月
31
日
㈬ 

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、

調
理
実
習
、
試
食

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
９
月
18
日
㈫
〜
10
月
２

ま
す
。

「
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
」講
習

会
　
同
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。
今
回
、
全
日
程
の
出
席
が
で
き

な
い
場
合
は
、
次
回
の
講
習
会
で
未

受
講
分
を
受
け
る
こ
と
で
、
会
員
登

録
が
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員

や
講
習
に
興
味
が
あ
る
市
民
も
受
講

で
き
ま
す（
１
日
の
み
受
講
も
可
）。

受
講
は
無
料
で
、
託
児（
生
後
３
カ

月
以
上
、
無
料
、
定
員
10
人
）も
あ

り
ま
す
。

※
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
、
子
育
て
支

援
員
は
、
一
部
受
講
免
除
が
あ
り

ま
す
。

日
程
・
内
容
・
講
師

▽
10
月
17
日
㈬

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
と
活
動
、
子
ど
も

の
遊
び

　
同
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

日
㈫
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
名
前
・
性
別
・
生
年
月
日
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
に

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）

は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人

（
ま
か
せ
て
会
員
）が
子
育
て
の
手
伝

い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね
が
い
会

員
）を
支
援
す
る
会
員
同
士
の
相
互

援
助
活
動
組
織
で
す
。
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
ち
、
子
育
て
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
安
心
し
て
社
会
生
活
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い

▽
18
日
㈭

　
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師

の
立
場
か
ら
）

　
横よ

こ
や
ま
た
か

山
隆
人と

さ
ん（
横
山
小
児
科
医

師
）

▽
19
日
㈮

　
気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
に

　
森も

り

田た

り

か
理
香
さ
ん（
筑
紫
女
学
園
大

学
人
間
科
学
部
准
教
授
）

▽
24
日
㈬

　
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て

（
救
命
講
習
）

　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

警
防
課
救
急
隊
員

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
31
日
㈬

　
地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊
び

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
員

※
全
講
習
を
受
け
た
人
は
、
会
員
登

録
を
行
い
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午（
10
月
24

日
㈬
の
み
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
９
月
18
日
㈫
〜
10
月
５

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

（
有
り
の
と
き
は
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
）を
伝
え
る

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
証

明
写
真（
縦
３
㎝
×
横
２・
５
㎝
、

ま
か
せ
て
会
員
は
２
枚
、
ど
っ
ち

も
会
員
は
３
枚
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が
事

務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isapo@

city.kasuga.
fukuoka.jp

子
育
て  Parenting
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民
俗
学
の
祖
、
柳や
な
ぎ
だ田
国く
に
お男
氏
に
よ

る
と
、
地
名
は「
二
人
以
上
の
間
に

共
同
に
使
用
せ
ら
る
る
符
号
で
あ

る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
社

会
生
活
を
送
る
た
め
、
場
所
を
共
通

認
識
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
昔
、
人
々
が
最
も
大
事
に
し
た
も

の
は
田
畑
で
し
た
。
田
畑
は
１
区
画

ず
つ
細
か
く
呼
び
名
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
以
前
は
、
土
地
に
番
地
は
な
く
、

場
所
を
確
定
す
る
た
め
細
か
な
地
名

が
必
要
で
し
た
。
た
と
え
ば
、「
三

角
田
」、「
い
も
畠
」な
ど
形
や
植
え

ら
れ
た
作
物
に
よ
る
も
の
や
、「
松

本
屋
敷
」。
極
端
な
例
で
す
が「
上
ノ

は
る
中
道
ノ
左
右
」な
ど
の
名
前
も

あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
社
会
の
流
動

性
は
少
な
く
、
村
人
が
分
か
れ
ば
そ

れ
で
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
近
代
に
な
る
と
、
強
力
な
中
央
集

権
の
明
治
政
府
が
成
立
し
、
税
制
を

そ
れ
ま
で
の
年
貢
か
ら
金
納
に
変
え

ま
し
た
。
税
を
と
る
た
め
土
地
の
所

有
を
明
確
に
し
て
、
統
一
し
た
表
示

の
た
め
の
字
と
、
○
○
番
地
と
い
う

地
番
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
地
番
が
最
も
多
い
の
は
須

玖
地
区
で
約
２
１
０
０
、
少
な
い
の

は
上
白
水
で
約
１
３
０
０
で
す
。
番

地
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
、
土
地
の

広
さ
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
字
名

は
昔
か
ら
の
名
が
付
け
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
字
に
漏
れ
た
土
地
の
名
は

徐
々
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
戦
後
、
春
日
市
が
福
岡
市
の
周
辺

地
域
と
し
て
都
市
化
し
て
い
く
中
で
、

農
村
を
基
盤
と
し
た
字
、
番
地
制
度

は
徐
々
に
不
便
と
な
り
、
新
た
な
町

名
に
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和

30
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
始
め
、
光

町
、
大
和
町
、
千
歳
町
、
宝
町
な
ど

が
成
立
し
、
紅
葉
ヶ
丘
、
若
葉
台
な

ど
が
住
宅
開
発
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
通

称
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
旧
来

の
地
名
と
は
関
係
な
く
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
56
年
以
降
に
、
ち
く
し

台
、
大
谷
、
岡
本
、
弥
生
な
ど
が
、

○
丁
目
○
○
番
地
と
し
て
表
記
さ
れ
、

都
市
化
し
た
春
日
市
に
は
き
わ
め
て

便
利
な
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。
地

名
も
人
間
の
社
会
生
活
の
上
に
成
立

し
た
歴
史
的
産
物
で
す
。
歴
史
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
不
要
な
も
の
は

捨
て
ら
れ
、
よ
り
便
利
な
新
た
な
も

の
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
今
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の

字
名
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
現
在
も
、
一
部
の

遺
跡
名
に
字
名
を
使
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ウ・

・

・

・

ト
グ
チ
遺
跡
、
立・

石・

遺
跡
、
ト・

・

・
バ
セ
遺
跡
、
須
玖
タ・

・カ

ウ・

・タ
遺
跡
な
ど
で
す
。
ウ
ト
グ
チ
、

立
石
、
ト
バ
セ
、
タ
カ
ウ
タ
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
字
名
で
す
。

　
住
所
が
便
利
な
町
名
に
変
わ
る
の

は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
が
、
長
い

歴
史
の
中
で
先
人
が
名
付
け
た
地
名

は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
、
失
わ

れ
て
い
く
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

少
し
で
も
元
の
名
を
残
す
こ
と
を
考

え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

寺て
ら
さ
き崎
直な

お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第327号

　
春
日
の
地
名

　
＝
無
く
な
る
地
名
＝

▲明治時代の地図に重ねた小倉の字の
一部

草
野

赤
井
手

竹
ケ
本

西

藤
波 村

中

小
浦

林
田
ト
バ
セ

原
田
川

飛
瀬

小
池

新
池

下
池
田

上
池
田

雪
ケ
浦

池
ノ
下

ヲ
ビ
ラ
オ

高
辻大

谷

大
南

亘
園

金
付

ナ
ラ
イ

松
添へ
ワ
ラ

雨
塘

諸
岡
川

石
橋

平
若

柚
ノ
木

野
添
ク
ミ
イ
ケ仁
王
手

井
ノ
尻

寺
屋
敷

ケ
ン
牛

ハ
タ
エ

土
穴

サ
ヤ
ノ
前ハ

タ

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

家
庭
応
援
サ
ー
ビ
ス

「
子
育
て
応
援
の
店
」に
行
こ
う

　
県
内
に
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
に
、
ミ
ル
ク
の
お
湯
の

提
供
、
菓
子
や
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、「
子

育
て
応
援
の
店
」が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
に
利
用
登
録（
無
料
）

す
る
と
、「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

が
発
行
さ
れ
、
登
録
者
限
定
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
利
用
登
録
の
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
子
育
て
応
援
の
店
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://kosodate-

m
ise.pref.fukuoka.lg.jp/

kosodate/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
県「
子
育
て
応
援
の
店
」事
務
局　

　
☎（
７
６
１
）４
３
２
２

▽
県
子
育
て
支
援
課

　
☎（
６
４
３
）３
３
１
１

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
30
年
４
月
〜
７
月
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
だ
ち
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
10
月
５
日
㈮
・
12
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、
保

育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
９
月
16
日
㈰
〜
30
日
㈰

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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介
護
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

ふ
く
お
か
介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８（
無
料
）

介
護
技
術
の
競
技
会
や
講
演
な
ど

日
時　
10
月
28
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
中

央
区
天
神
２
－
13
－
１
）

内
容　
西に

し
か
わ川
ヘ
レ
ン
さ
ん（
タ
レ
ン

ト
）に
よ
る
介
護
体
験
の
講
演
、

介
護
技
術
の
競
技
会
、
高
齢
者
疑

似
体
験
な
ど

定
員　
６
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
12
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
観
覧
申
込
書
を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）県

介
護
福
祉
士
会

☎（
４
７
４
）７
０
１
５

F（
４
３
６
）５
２
３
４

http://w
w

w
.f-kaigo.jp/

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
１
１
０
番

弁
護
士
に
よ
る
集
中
電
話
相
談（
無
料
）

　
養
育
費
に
関
す
る
こ
と
に
、
弁
護

士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
匿
名
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
離
婚
前
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

日
時　
10
月
27
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

☎（
７
２
４
）２
６
４
４

問
い
合
わ
せ
先　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
、
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ

る
人
な
ど
、
活
動
の
き
っ
か
け
作
り

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
に
は
、
公
共
交
通
機
関
で
来

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

が
あ
る
小
学
生
高
学
年
以
上（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）の
人

内
容

○
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り（
あ
ん

ど
ん
の
作
成
、
設
置
な
ど
）

　
日
程　
10
月
13
日
㈯

　
時
間

　
▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
▽
午
後
１
時
〜
３
時

　
場
所　
春
日
公
園（
原
町
３
－
１

－
４
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
テ

ン
ト

　
定
員　
20
人
程
度

　
申
込
期
限　
10
月
５
日
㈮

○
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ（
ふ
れ
あ
い

カ
フ
ェ
、募
金
の
啓
発
支
援
な
ど
）

　
日
程　
10
月
21
日
㈰

　
時
間

　
▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
▽
午
後
１
時
〜
３
時

　
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ア

リ
ー
ナ

　
定
員　
10
人
程
度

　
申
込
期
限　
10
月
12
日
㈮

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服
、

飲
み
物
、
手
袋（
あ
ん
ど
ん
祭
り
）

申
込
方
法　
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
小
学
生
は
学
年
）、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
イ
ベ
ン
ト
・
時
間
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

県
営
住
宅

入
居
者
募
集

抽
選
方
式

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
９
月
27
日
㈭
〜
10
月
５

日
㈮

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申

込
期
間
中
の
み
市
役
所（
総
合
案

内
・
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
に
設
置
し
ま
す
。
な
く
な
り
次

第
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

財
務
会
計
事
務
や
組
合
庶
務
事
務
な
ど

嘱
託
職
員
募
集

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

人
▽
パ
ソ
コ
ン
で
の
財
務
会
計
事
務
の

経
験
が
あ
り
、
即
戦
力
と
し
て
活

動
で
き
る（
ワ
ー
ド
の
差
し
込
み

印
刷
や
エ
ク
セ
ル
の
リ
ン
ク
が
使

え
る
こ
と
）

▽
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

を
持
っ
て
い
る
こ
と　

任
用
期
間　
11
月
１
日
〜
平
成
31
年

３
月
31
日（
更
新
の
場
合
あ
り
）

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

※
振
り
替
え
に
よ
る
休
日
の
勤
務
が

あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分（
途
中
60
分
の
休
憩
あ

り
）

勤
務
場
所　
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
－
２
）

賃
金　
月
額
17
万
９
２
０
０
円（
有

給
休
暇・社
会
保
険
あ
り
、
賞
与・

交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　
１
人

試
験
方
法　
面
接
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

試
験
日　
10
月
13
日
㈯

申
込
方
法　
10
月
３
日
㈬
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
と
業
務
に
つ
い
て

の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
書（
様
式
・
文
字

数
は
任
意
）を
提
出
す
る（
郵
送

可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
大
野

城
衛
生
施
設
組
合（
〒
816
ー
０
８

　
１
１
春
日
公
園
６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

募
集  Recruitm

ent

福
祉  W

elfare
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移
植
医
療
を
テ
ー
マ
に

第
３
回
い
の
ち
の
リ
レ
ー

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
移
植
医
療
を
通
じ
て
、
相
手
を
思

い
や
る
優
し
さ
や
、
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
を
絵

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
県
内
に
居
住
ま
た
は
通

学
・
通
勤
し
て
い
る
児
童
、
学
生
、

一
般
市
民

応
募
規
定

▽
題
材
：
作
品
に
、
テ
ー
マ
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
文
字
を
入
れ
る

▽
用
紙
：
四
ツ
切
り
画
用
紙（
39
㎝

×
54
㎝
目
安
、
縦
で
使
用
）に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表
の
も
の
１

作
品

▽
画
材：自
由（
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、

マ
ジ
ッ
ク
、
色
鉛
筆
な
ど
）

応
募
方
法　
９
月
21
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日（
学
生
は
学
校
名

と
学
年
）、
電
話
番
号
、
作
品
に

関
す
る
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
記
載

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

※
受
賞
者
に
は
、
11
月
10
日
㈯
に
Ｔ

Ｎ
Ｃ
会
館
で
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
第
３
回
い

の
ち
の
リ
レ
ー
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会（
〒
812
－
０
０

　
１
６
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
２

－
９
－
30
福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
２
Ｆ（
公
財
）福
岡
県

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
４
３
２
）５
５
７
７

夢
を
実
現
す
る
た
め
に

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト「
夢
を
生
き
る
賞
」

　
家
計
を
担
い
つ
つ
、
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
の
た
め
に
支
援
が
必
要
な
女
性

に
、
経
済
的
援
助
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
女
性

▽
家
族
に
対
し
て
主
な
経
済
的
扶
養

責
任
を
負
っ
て
い
る
女
性

▽
職
業
・
技
能
訓
練
校
、
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、大
学
の
学
部
課
程（
大

学
院
を
除
く
）に
在
籍
中
、
ま
た

は
入
学
許
可
を
得
て
い
る（
通
信

教
育
課
程
も
可
）女
性

賞
金

▽
ク
ラ
ブ
賞（
１
人
）　
12
万
円

▽
リ
ジ
ョ
ン
賞（
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
20
人
）　

１
人

20
万
円

▽
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞（
リ
ジ
ョ
ン
賞

受
賞
者
20
人
の
中
か
ら
）　

　
・
１
位（
１
人
）　
５
０
０
０
ド
ル

　
・
２
位（
９
人
）　
３
０
０
０
ド
ル

応
募
期
限　
10
月
15
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
ー
や
よ
い　
広ひ

ろ

畑は
た

☎
０
９
０（
２
７
１
３
）５
８
０
０

利
用
し
て
く
だ
さ
い

春
日
市
べ
ん
り
帳

電
子
書
籍
に
な
り
ま
し
た

　
６
月
に
市
内
全
戸
配
布
し
た「
春

日
市
べ
ん
り
帳
」が
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
べ
ん
り
帳
共
同
発
行
者
の
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.scinex.co.jp/

w
agam

achi/loco/40218/
dl_pc.htm

l

）で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
見
る
と

き
は
、
閲
覧
用
の
ア
プ
リ
を
入
手
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

結
婚
を
希
望
す
る
人

県
が
応
援
し
ま
す

運
命
の
出
会
い

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
を
応
援

す
る
企
業
・
団
体
を「
出
会
い
応
援

団
体
」と
し
て
登
録
し
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン「
あ
か
い
糸
め
ー
る
」で
、
パ

ー
テ
ィ
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
内
４
カ
所
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
独
身
男
女
の
出
会
い
・

結
婚
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
出
会
い
応
援
団
」や
メ
ル
マ
ガ
会

員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
県
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
務
局

　
☎（
７
２
２
）６
１
１
１

▽
県
子
育
て
支
援
課

　
☎（
６
４
３
）３
３
１
１

２
０
１
９
年
版

福
岡
県
民
手
帳

予
約
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
受
け
付

け
を
締
め
切
り
ま
す
。
購
入
希
望
の

人
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

規
格（
縦
×
横
）・
価
格
・
色

▽
ポ
ケ
ッ
ト
判（
１
３
５
㎜
×
73
㎜
）

５
０
０
円

　
黒
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド

▽
標
準
判（
１
６
２
㎜
×
84
㎜
）

　
６
０
０
円

　
黒
、
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
、
ア
イ
ス
グ

レ
ー
、
紺

▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判（
２
１
０
㎜
×

１
５
０
㎜
）

　
１
０
０
０
円

　
黒

申
込
方
法　
地
域
づ
く
り
課（
市
役

所
４
階
）ま
た
は
各
地
区
公
民
館

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

る
※
県
統
計
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.fu

ku
o

k 
atokei.jp/

）か
ら
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

発
送
時
期　
11
月（
予
定
）

支
払
方
法　
手
帳
発
送
時
に
同
封
し

て
い
る
振
込
用
紙
で
支
払
う（
振

込
手
数
料
は
申
込
者
負
担
）

申
込
先　
県
統
計
協
会（
〒
812
－
８

　
５
７
７
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７

－
７
）

☎（
６
４
１
）３
５
６
０

F（
６
４
３
）３
１
９
２

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
づ
く
り
課
商

工
農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

そ
の
他  etc



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

21 市報かすが ｜ 平成30年9月15日

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日（8月を除く）/10時〜16時/市役所/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月〜金曜日/10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●定例行政相談　☎（584）1111㈹
国の行政に関すること/第4火曜日（10月を除く）/10時〜15
時/市役所

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日/9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日/8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日/8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日/9時〜17時/第1・3土、日曜日/9時〜16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）
高齢者の介護や福祉

●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日/8時30分〜17時

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）/10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約
不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日/8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局

暴力・DV・セクハラの相談
●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202

月〜金曜日/8時30分〜17時/じょなさん
●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335

月・水〜金曜日12時〜19時/
土曜日10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日/9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）

不安・悩みごと
●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）/9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

平
成
最
後
の
夏

　

今
年
の
夏
は
、
ネ
ッ
ト
で
テ

レ
ビ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
平
成
最
後
の

夏
」と
い
う
言
葉
を
何
度
も
見
か

け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
平
成

最
後
の
夏
、
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
ま
し
た
か
▼
か
く
い
う
私
は
、

と
に
も
か
く
に
も
春
日
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
考
え

て
過
ご
し
ま
し
た
▼
実
は
、
来

年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定

の
春
日
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
今

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
の
掲

載
方
法
は
本
当
に
分
か
り
や
す

い
の
か
、
情
報
が
古
く
な
り
す

ぎ
て
い
な
い
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
使
う
人
の
気
持
ち
に
な
っ

て
寝
て
も
覚
め
て
も
、
時
に
は

う
な
さ
れ
な
が
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
と
格
闘
し
て
過
ご
し
ま
し
た

▼
せ
っ
か
く
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
良
く
な
っ
た

と
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
全
て
に
お

応
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

い
▼
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
平
成
最

後
の
秋
が
始
ま
り
ま
す
。
私
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
戦
い
は
、

も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
。 

え

　
須
玖
五
反
田
遺
跡
は
市
の
北
側
に
位
置
し
て
お
り
、弥
生
時

代
後
期
（
約
１
８
０
０
年
前
）の
ガ
ラ
ス
工
房
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、ガ
ラ
ス
玉
を
作
る
と
き
に
使
っ
た
砥

石
で
す
。石
材
は
、極
め
て
き
め
の
細
か
い
頁け

つ
が
ん岩
と
呼
ば
れ
る
暗

灰
色
の
石
で
、表
面
や
側
面
に
幅
約
１
～
２
㎝
の
溝
や
直
径
１

㎝
の
す
り
鉢
状
の
へ
こ
み
が
あ
り
ま
す
。こ
の
へ
こ
み
は
、玉
類

の
曲
線
を
研
磨
し
て
い
て
、つ
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。お
そ
ら

く
、勾ま

が
た
ま玉
の
頭
部
と
尾
部
の
先
端
を
す
り
鉢
状
の
穴
で
、他
の
曲

線
を
溝
部
分
で
磨
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
同
遺
跡
の
ガ
ラ
ス

工
房
跡
か
ら
見
つ
か

っ
た
砥
石
は
、こ
の

頁
岩
以
外
に
細
粒

砂
岩
製
の
も
の
も
あ

り
、工
人
た
ち
が
仕

上
げ
の
段
階
に
応
じ

て
石
を
使
い
分
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

須
玖
地
域
の
文
化
財

〜
須す

ぐ玖
五ご

た
ん
だ

反
田
遺
跡
出
土
の
玉た

ま
と
い
し

砥
石
〜

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

☎（
５
０
１
）１
１
４
４　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

▲砥石は全長8.5㎝、幅8.9㎝、厚さ4.1㎝
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市
の

花
 

ユ
リ

　
住
み
よ
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
の
見
守
り
を

行
う
こ
と
も
、
自
治
会
の
重
要
な

活
動
の
一
つ
で
す
。

　
登
下
校
の
時
間
に
は
、
横
断
歩

道
横
な
ど
の
危
険
箇
所
に
立
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と

も
協
力
し
て
、
地
域
を
挙
げ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て

は
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
な
が
ら

見
守
り
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
も

あ
り
ま
す
。

　
夜
に
は
、
蛍
光
色
の
ベ
ス
ト
を

着
て
、
懐
中
電
灯
や
拍
子
木
を
持

っ
て
地
区
ご
と
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
カ
月
に
一

度
は
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
市
内
全
域
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
住
む
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分

た
ち
で
守
る
た
め
に
、
日
々
活
動

問い合わせ先　地域づくり課協働推進担当　☎（584）1111㈹　F（584）1153

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が

犯
罪
や
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
地

域
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、
活
動
を
し
て
い
る

人
た
ち
を
見
掛
け
た
ら
、
あ
い
さ

つ
や
ね
ぎ
ら
い
の
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
、
地

域
を
守
る
た
め
の
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
安
全
を
守
る
　
登
下
校
の
見
守
り
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
市
に
は
35
の
自
治
会
が
あ
り
、そ
の
地
域
の
住
民
な
ら
誰

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。自
治
会
連
合
会
の
４
つ

の
委
員
会（
防
犯・
防
災
、環
境
、福
祉
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）ご

と
に
活
動
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
み
ん
な
で“
住
み
よ
い
ま
ち
”

を
つ
く
ろ
う
〜

▲毎朝の登校の見守り
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